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会
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戸
張　

寿
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○
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計
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岩
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勝
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○
幹　
　

事　

会
田
吉
五
郎

○
幹　
　

事　

古
口　

寿
一

○
幹　
　

事　

馬
鳥　

宣
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○
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山
崎　

金
蔵

○
幹　
　

事　

渡
辺　

正
勝

初
夢
？
正
夢
？

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
と

安
心
・
安
定
の
医
療
制
度
確
立

●
高
齢
者
税
制
の
抜
本
改
正

●
清
掃
退
職
者
会
の
会
員
倍
増

●
東
京
清
掃
の
闘
い
前
進

●
国
鉄
労
働
者
１
０
４
７
名
Ｊ
Ｒ

不
採
用
問
題
の
解
決

●
派
遣
法
の
抜
本
改
正

●
核
の
廃
絶
と
平
和
の
実
現

　

今
年
は
、「
現
・
退
一
致
」
の
取

組
み
を
よ
り
一
層
強
め
、
こ
れ
ら

の
課
題
を
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

下諏訪・万治の石仏

明けましておめでとう
ございます

２０１０年
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東
京
清
掃
労
働
組
合
の
礎
を
築

い
て
来
ら
れ
ま
し
た
退
職
者
会
・

ご
家
族
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。

　

本
部
中
央
執
行
委
員
会
を
代
表

し
て
、
新
し
い
年
を
迎
え
一
言
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

わ
が
組
合
は
、
地
公
労
法
適
用

の
単
一
労
働
組
合
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
、
24
当
局
・
区
長
会
と
い
う

労
使
関
係
の
も
と
で
、
賃
金
確
定

闘
争
や
労
働
条
件
確
保
と
住
民
本

位
の
清
掃
事
業
の
確
立
へ
向
け
た

闘
い
を
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
景
気
低
迷
化
の
状
況

下
、
退
職
不
補
充
を
基
本
施
策
と

し
た
自
治
体
労
働
者
に
対
す
る
民

間
委
託
や
定
数
削
減
、
賃
金
切
り

下
げ
な
ど
の
攻
撃
が
年
々
強
め
ら

れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
区
移
管
10

年
の
節
目
を
迎
え
る
年
、
予
算
・

人
員
要
求
を
は
じ
め
、
地
公
労
法

適
用
の
単
組
東
京
清
掃
と
し
て
引

続
き
す
べ
て
の
闘
い
に
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

　

人
生
80
年
代
、
百
歳
を
超
え
る

人
生
も
珍
し
く
な
い
時
代
に
な
り

　

清
掃
退
職
者
会
会
員
と
ご
家
族

の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
、
念
願
の
政
権
交
代
を
実

現
し
、
鳩
山
首
相
の
も
と
民
主
・

社
民
・
国
民
新
党
の
連
立
内
閣
が

成
立
し
ま
し
た
。
新
政
権
に
は
、

国
民
の
目
線
に
そ
っ
て
、
よ
り
一

層
国
民
生
活
第
一
の
政
策
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
長
い
自
民
党
政
治
の

負
の
遺
産
が
重
く
の
し
か
か
っ
て

い
る
た
め
、
私
た
ち
の
要
求
が
容

易
に
達
成
さ
れ
る
ほ
ど
甘
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
実
現
し
た

新
政
権
を
支
え
、
要
求
を
確
実
に

一
歩
一
歩
実
現
し
て
い
く
取
組
み

の
強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

退
職
者
運
動
の
重
要
課
題
は
、

社
会
保
障
制
度
の
充
実
で
す
。

　

何
と
し
て
も
実
現
し
た
い
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
は
、
二

年
先
送
り
の
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。
退
職
者
連
合
が
要
求
し
て
い

る
所
得
税
の
公
的
年
金
控
除
額

一
四
〇
万
円
へ
の
復
元
や
老
年
者

控
除
の
復
活
な
ど
の
税
制
改
正
も
、

税
収
不
足
の
関
係
で
見
送
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
求
実
現
へ

向
け
た
取
組
み
を
強
化
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
東
京
清
掃
の
現
役
世
代

も
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
賃
金
・
一
時
金
の
削
減
、
粗

大
ご
み
収
集
や
資
源
回
収
の
委
託

が
進
み
、
清
掃
工
場
運
営
の
委
託

も
強
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
貧
困
の
問
題
も
深
刻
で

す
。
次
世
代
に
安
心
・
安
定
し
た

福
祉
社
会
を
引
継
ぐ
こ
と
が
退
職

者
世
代
の
役
割
で
す
。「
現
・
退
一

致
」
の
基
本
ス
タ
ン
ス
の
も
と
、

現
役
世
代
と
と
も
に
闘
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

清
掃
退
職
者
会
も
再
建
か
ら
３

年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
年
は
会
員

の
拡
大
を
最
大
の
課
題
と
し
て
取

組
ん
で
い
く
決
意
で
す
。

　

皆
様
と
ご
家
族
の
ご
健
勝
と
ご

活
躍
を
心
か
ら
祈
念
し
ま
す
。

区
移
管
10
年
の
節
目

単
組
東
京
清
掃
と
し
て

　

全
力
で
闘
い
ま
す

ま
し
た
。
し
か
し
、高
齢
者
に
と
っ

て
保
険
、
医
療
、
介
護
の
問
題
は

切
り
離
せ
な
い
切
実
な
問
題
で
あ

り
ま
す
。

　

現
職
の
私
た
ち
と
し
て
も
、
退

職
者
会
の
仲
間
の
皆
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
取
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
と
も
経
験
も
知
識

も
豊
富
な
諸
先
輩
方
か
ら
の
指
導

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
今
年

が
良
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈

念
し
て
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

東
京
清
掃
労
働
組
合

　
　

中
央
執
行
委
員
長　

西　
川　

卓　
吾

東
京
清
掃
労
働
組
合
退
職
者
会

　
　
　
　

会　

長　
　
　

小　
泉　

京　
一

福
祉
社
会
の
充
実
へ

向
け
て
、「
現
・
退
一
致
」

の
運
動
を
進
め
ま
す
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個人所有印刷機使用に対する補償基準
１．目　的

退職者会業務に必要な印刷等は、本部印刷機の借用を原
則とするが、業務の都合や写真のプリントなど、個人所有
の印刷機を借用せざるを得ない場合があるため、個人所有
印刷機等を使用した場合の補償方法を定める。

２．補償基準
(1) 文書印刷

印刷代金は、本部ネットプリント使用料と同額とする。
区　分 サイズ 単価 参　　　考

モノクロ Ａ４版 5 円 本部の使用料５円
Ａ３版 10 円 本部の使用料 10 円

(2) 写真印刷
印刷代金は、量販店（ヨドバシカメラ、ビックカメラ）

のプリント代金を参考とし、次のとおりとする。
区　分 単価 参　　　考

Ｌ版プリント 30 円 量販店のプリント代１枚 36 円
パノラマ版 60 円 量販店のプリント代 1 枚 75 円
はがき版 40 円 量販店のプリント代 1 枚 48 円
２Ｌ版 70 円 量販店のプリント代 1 枚 84 円

その他 別途
量販店のプリント代金の 80％
程度（10 円未満四捨五入）を
基準に、その都度判断する。

３．補償方法　印刷機使用者の請求を審査した後、補償する。
４．適　用　　退職者会結成総会に遡って適用する。

第４回
幹事会

清友会 2009 年度旅行収支報告
■収入の部

科　目 収入額 説　　　　　明
繰 越 金 30,609 前年度より繰越金
会 　 費 936,000 参加費 ＠ 36,000 円 ×26 名
助 成 金 30,000 東京清掃退職者会より助成

合　計 996,609
■支出の部

科　目 支出額 説　　　　　明

旅 行 費 910,000 ホテル、バス、高速料、見学料、昼食
3 回等　＠ 35,000 円 ×26 人

懇 親 会 費 40,656 懇親会飲み物代（2 日分）

車 中 経 費 10,574 車中飲み物代（ビール、茶、ウーロン等） 
往路 5,460 円　復路 5,114 円

添乗員御礼 5,000 旅行社添乗員御礼
写 真 代 1,770 記念写真代（送料 1 件含む）

合　計 968,000
（収入）996,609 円 － （支出）968,000 円 ＝ 28,609 円
※残金 28,609 円は次年度旅行会会計へ繰越とする。

　

12
月
10
日
に
第
４
回
幹
事
会
を

開
催
し
、
①
個
人
所
有
印
刷
機
使

用
の
補
償
基
準
、
②
ハ
イ
キ
ン
グ

の
企
画
、
③
総
会
へ
向
け
た
課
題

な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

個
人
所
有
印
刷
機
使
用
の
補
償

基
準
は
、
退
職
者
会
業
務
に
必
要

な
文
書
の
印
刷
や
旅
行
会
等
行
事

の
記
念
写
真
プ
リ
ン
ト
に
、
個
人

所
有
の
印
刷
機
を
使
用
し
た
場
合

の
負
担
に
対
す
る
補
償
を
制
度
化

す
る
も
の
で
、
基
準
は
別
記
の
と

お
り
で
す
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ

は
、
昨
年
の
経

緯
を
踏
ま
え
つ

つ
、
２
月
の
幹

事
会
で
日
程
等

を
決
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

桜
の
シ
ー
ズ
ン

を
前
提
に
す
れ

ば
３
月
末
に
な

り
ま
す
。

　

そ
ろ
そ
ろ
第

入
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
幹
事
会
な
ど
で

①
準
会
員
の
取
扱
い
、
②
弔

慰
制
度
の
導
入
、
③
顧
問
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
議
論
し

て
き
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も

規
約
改
正
が
必
要
な
課
題
で

す
。
２
月
の
幹
事
会
で
考
え

方
を
示
す
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
役
員
の
任
期
は
２

年
な
の
で
、
次
期
総
会
は
役

員
の
改
正
期
に
あ
た
り
ま

す
。
役
員
改
正
に
つ
い
て
も
、

２
月
の
幹
事
会
で
検
討
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

旅
行
会
の
収
支
報
告
は
別
記
の

と
お
り
で
し
た
。

　

幹
事
会
の
中
で
、
秋
の
旅
行
会

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

総
体
的
に
は
よ
か
っ
た
と
い
う

感
想
が
多
い
一
方
、
日
程
に
つ
い

て
、
仕
事
の
関
係
で
平
日
３
日
は

困
難
な
の
で
調
整
で
き
な
い
か
、

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
泊
で
も
い
い
か
ら
年

２
回
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意

見
を
踏
ま
え
て
、
今
年
の
旅
行
を

検
討
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

３
回
総
会

の
準
備
に

個
人
所
有
印
刷
機
使
用

補
償
基
準
、
ハ
イ
キ
ン

グ
企
画
、
総
会
へ
向
け

た
課
題
な
ど
を
検
討

今
年
の
旅
行
へ
向
け
検
討
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▼
９
月
２
日
、
日
本
青
年
館
で
開
催

さ
れ
た
東
京
清
掃
自
治
研
を
戸
枝
会

計
が
取
材
。

▼
９
月
14
日
、
地
公
四
単
産
・
地
公

退
高
齢
者
集
会
が
日
本
教
育
会
館
で

開
催
さ
れ
、
戸
枝
会
計
と
戸
張
会
計

監
査
が
参
加
。

▼
９
月
15
日
、
全
国
高
齢
者
集
会
が

日
比
谷
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
、
鈴
木

副
会
長
、
庄
司
事
務
局
長
、
小
林
事

務
局
次
長
が
参
加
。

▼
９
月
28
日
、
全
電
通
会
館
で
東
京

清
掃
第
78
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
、

来
賓
と
し
て
鈴
木
副
会
長
、
庄
司
事
務

局
長
が
参
加
。
本
部
か
ら
確
定
闘
争

の
応
援
に
き
て
ほ
し
い
と
の
要
請
も

あ
り
、
来
年
へ
向
け
た
検
討
が
必
要

と
思
い
ま
す
。（
大
会
の
模
様
は
、
本

部
機
関
紙
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
10
月
９
日
、
葛
西
臨
海
公
園
事
務

所
で
開
催
さ
れ
た
都
庁
退
幹
事
会
に
、

幹
事
の
庄
司
事
務
局
長
が
参
加
。
総

会
へ
向
け
た
準
備
が
議
題
で
し
た
。

▼
10
月
14
日
、
自
治
退
都
本
部
幹
事

会
に
、
幹
事
の
渡
辺
副
会
長
が
参
加
。

長
、
渡
辺
副
会
長
、
戸
枝
会
計
が
参
加
。

▼
11
月
２
日
、
第
５
回
三
役
会
兼
企

画
・
旅
行
部
会
を
開
催
、
①
秋
の
旅

行
企
画
、
②
忘
年
会
企
画
、
③
個
人

所
有
印
刷
機
使
用
に
対
す
る
補
償
基

準
（
案
）、
④
自
治
退
本
部
定
期
総
会

へ
の
参
加
を
確
認
し
、
機
関
紙
５
号
を

編
集
し
ま
し
た
。

▼
11
月
６
日
に
都
庁
退
第
６
回
定
期

総
会
が
開
催
。
本
紙
５
号
報
告
の
と
お

り
、
庄
司
事
務
局
長
、
岩
渕
会
計
監
査
、

小
口
幹
事
、
山
﨑
幹
事
、
渡
辺
幹
事
が

参
加
。
岩
渕
さ
ん
が
会
計
監
事
に
。

▼
11
月
９
日
～
11
日
、
秋
の
旅
行
会
。

▼
11
月
12
日
、
自
治
退
本
部
第
38
回

定
期
総
会
が
長
野
市
で
開
催
。
新
規

退職者会
活動日誌

議
題
は
総
会
準
備
。

▼
10
月
25
日
、
木
場
公

園
で
団
結
ま
つ
り
。
庄

司
事
務
局
長
、
戸
枝
会

計
、
岩
渕
会
計
監
査
、

菅
原
さ
ん
が
参
加
。

▼
10
月
30
日
に
自
治
退

都
本
部
第
20
回
定
期
総

会
開
催
。
本
紙
５
号
報

告
の
と
お
り
、
小
泉
会

加
入
単
会
と

し
て
招
待
を

受
け
、
庄
司

事
務
局
長
が

参
加
。
新
規

加
入
は
15
単

会
。
都
庁
退

は
、
年
金
一

元
化
反
対
の

取
組
み
強
化

に
つ
い
て
の

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

▼
11
月
28
日
、
三
役
会
の
確
認
を
受
け

て
、
庄
司
事
務
局
長
が
宮
さ
ん
（
前
会

計
）
の
入
院
先
を
訪
問
。

▼
９
月
１
日
の
第
３
回
幹
事
会
以
降
の

事
務
局
会
議
・
事
務
業
務
は
、
９
月
２

回
、
10
月
５
回
、
11
月
３
回
、
12
月
３

回
で
し
た
。

自治退本部総会に参加し
新規単会の紹介を受ける

庄司事務局長

小
石
川
後
楽
園
の

紅
葉
を
借
景
に
楽
し
く

退職者会
忘年会

　

12
月
10
日
、

小
石
川
後
楽
園

涵
徳
亭
で
清
掃

退
職
者
会
忘
年

会
を
開
催
し
、

会
員
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
春
日
和
の
小
石
川
後
楽
園
は
、

ま
だ
ま
だ
紅
葉
も
美
し
く
、
冬
桜

も
咲
く
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

会
の
前
に
散
策
を
楽
し
ん
だ
方
も
。

　

ま
ず
は
、
参
加
者
一
同
記
念
写

真
を
パ
チ
リ
。

　

多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
参
加
さ

れ
た
東
京
清
掃
本
部
西
川
委
員
長

か
ら
、
東
京
清
掃
の
闘
い
の
経
過

と
課
題
を
含
む
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
、
宴
に
移
り
ま
し
た
。

　

水
戸
黄
門
ゆ
か
り
の
名
園
を
借

景
に
し
た
涵
徳
亭
は
、
設
備
も
料

理
も
よ
く
、
尽
き
な
い
話
し
に
盛

り
上
が
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時

間
が
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

お
開
き
の
後
、
連
れ
立
っ
て
夕

暮
れ
に
消
え
て
い
っ
た
方
々
は
、

現
役
時
代
を
彷
彿
さ
せ
る
猛
者
ぶ

り
を
発
揮
し
た
と
か
・
・
・
・
。

会員は５３名に
　昨年６月に新宿出身の藤波兼利
さん、12 月に玉川出身の金高毅さ
んが加入され、会員は 53名になり
ました。
　清掃退職者会にとって、会員の
拡大は再建以来の懸案です。
　最低３桁の会員を目指し、会員
のみなさんにもできるところから
ご協力いただきたいと思います。


